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エスカレーター欄干のステンレスイヒ
Application of Stainless Steelto Escalator Balustrade

エスカレータ叩は,従来大形店舗を中心にして普及してきたが,境近では鉄道駅

などの公共施設にも広く利用されるようになっており,その利用者も著しく増加し

ている｡このため,エスカレーターは一反近の建築内装に調和する意匠のほか,優れ

た耐久惟をも具備することが要求される｡

今回,このようなニーズに応ずるため,欄干の意匠部にステンレス材を用いた新

しいエスカレーターを開発した｡

この欄干は,形状が複雑で高度な加工技術を必要とするが,ステンレス材の曲げ

形メ犬及び加工技術の研究によr)完成したもので,ヘアライン仕上げによる重厚な意

匠に加えて,耐食性,表面硬さが格段に優れており,耐久性を著しく向上させ得る

ものである｡

l】 緒 言

エスカレーターは,従来主に大形店舗内のサービス設備と

して重用されてきたが,近年,大きな輸送力,利用の簡便さ,

美しい意匠などの特長を生かして使用分野が拡大し,我々の

生活に大きな便宜を与えている｡特に,地方都市に伸びる大

小店舗での活躍,都市交通網のなかで大量輸送と人の流れに

秩序を与える機能は高く評価されている｡

日立製作所は,今まで,需要分野や建築様式の変化に合わ

せて,最適の機能,意匠をもったエスカレーターを提供して

きた｡

最近では意匠感覚の変化と都市交通綱の発達に対応して,

意匠性と耐久性とを兼備したエスカレーターが要望されてい
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る｡このようなニーズに応ずるため,従来の日立エスカレー

ターの仕様及び性能をあらためて検討し,欄干部分にステン

レス材を全面的に採り入れ,耐久性,保全性の高いエスカレ

ーターを完成した｡

以下本稿では,エスカレーター欄干のステンレス化の概要

と意匠構成について述べる｡

田 ステンレス化のニーズ

従来のエスカレーター欄干は,図1に示すように透明形,

不透明形ともパネルを除いたすべての意匠体にアルミニウム

合金を使用しており,またその材質は成形性に富むAトMg系
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+図l 従来のエスカレーター欄干の構成 透明形,不透明形ともほとんどの意匠体がアルミニウム材

で構成されている｡
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のA5052材が最も一般的である｡更にこれらの表面には,ア

ルマイト処理によって美臆な酸化皮膜を形成させ,意Ⅰ和牛と

耐久件の面で配慮してきた｡

しかし今までアルミニウム材を用いてきた結果から,

(1)束帯の靴や衣服などの接触によって図2に示すような擦

り傷が付き,長年月の使用や,特殊な用途では意匠品として

の効果が減殺されることがある｡

(2)特殊な腐食条件下(アルカリ溶液の付着など)では表面が

侵されやすい｡例えば,セメントが付着した場合には10日前

後で表面酸化皮膜が促され,黒色斑紋を生ずることがある｡

(3)これらの表面欠陥は,表層の酸化皮膜が壊されており部

分補イ倭ができない｡

などの問題が指摘されている｡エスカレーターの場合,建築

用のセメントが付着しやすい環境下で据付工事を行なうこと,

また美観の保持が重要な場所に設置されることも多く,これ

らの問題は従来から一つの課題とされている｡

ニのため,耐久性と意匠作を兼備したステンレス材の適用

が早くから注目されており,事実,日立製作所に対するステ

ンレス欄干の要請も図3に示すように増加の一途をたどって

いる｡

以上のことから,エスカレーター欄干のステンレス化は時

代の要請と言える｡

こ小長卜瞥虹

図2 アルミニウム欄干の傷の状態 5年を経過Lた特に擦り傷の多

い欄干の状態を示す｡
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匂 ステンレス欄干の開発経緯と特長

従来,欄干のステンレス化に際しては,意匠休を凹二伏及び

【r!1二状のカープに曲げる必要があるため,特に成形技術の面で

二大のような問題があった｡

(1)ステンレス材の成形精度は,加工速度の緩急,温度の高

低に依存する性質があり,伯げ速度及び作業域〕菟に配慮する

必要がある｡

(2)耐食性に優れ欄干材として･鼓過なステンレス材は,肺げ

応力など精度を確保するための条件設定が難しい｡

ニのため,我々は理論解析を手初めに専用加工機の開発,

及び作業環境の整備を進めて次々に問題を解決し量産化に成

功するに至った｡

3.1稼動実績の評価

我々は成形技術の開発を進める一方,昭和47年米国向けj杢

明形エスカレ【タ一にステンレス製欄干を,続いて日本国有

鉄道新下関駅向けパネル形動く歩道(オートライン),及び台

i巧向けう重明形エスカレーターに対しそれぞれステンレス製欄

干を納入し,実稼動での諸特性を監視してきた｡その結果,

アルミニウム製欄干での問題点を解i央できる見通しを得た｡

3.2 ステンレス欄干の!特長

ステンレス材は,表1及び表2に示すように,アルミニウ

ム材に比べて25,000倍の耐アルかJ性1)と2倍の硬さをもつの

で,エスカレーター欄干材としては最適と言える｡ことに,

約半数のエスカレーターが据付中にセメント(アルカリ作)の

影響を受けている実態からみて,アルカリに強い性質が特筆

される｡また,表面才貝傷の進行に対しても硬さが大きいこと

が有利であー),先に納入した日立エスカレーターの実態では,

設置後5年を経ても表面の‡員傷は皆無と言ってよく,アルミ

ニウム製に比べステンレス製はかなり優れてし-る｡

一方意匠の耐では,ステンレス材自体既に高級品としての

イメージが定着しており,これにノト回斬新な感覚のデザイン

としたことによって,図4に示すように全体として高級な雰

囲気を付与することを意図した｡

ロ ステンレス成形における設計上の配慮と欄干構成

ステンレス欄干の日石二Uシリーズエスカレータ【は,成形

技術の成果に加えて各所に特色ある構造を採用している｡
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図3 日立製作所に対するステンレス欄干の引合い状況

レス化の要望が増加の一途をたどっている(昭和48年を100とした)｡
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表l 耐食性の比較 ステンレス材の耐食性は格段に優れており,欄干

の耐久性の向上に大きく寄与できる｡

金 属

芦蜂 性 アルカリー性

大気中腐食

5%酢酸 5%硝酸
5%カセイ
ソーダ

ス テ ン レ ス 0～2 0～10 0～･l 0～l

鉄 50～2′00() 5ノ000-50.000 0-1 5人･･40

アルミニウム 】～10 30-一150 25′000 0へ･-1

注:腐食度;mg/dm2/daY

表2 硬さの比重交 ステンレス材の硬さは,アルミニウム材の2倍以上

あり,擦り傷がイ寸きにくい｡

金 属 表 面 状 態 硬さ(実測値)

ステンレス(SUS304) 地 肌 27b

鉄 (SS41) 地 肌 230

アルミニウム(A5052) 酸化皮膜(膜J享10/∠) 】30

注:ショア硬度

以下設計上の留意点,各機種の意匠構成,組立作業への配

慮について説明する｡

4.t 欄干ターミナルの形状

欄干のターミナル形J犬は,エスカレーター意匠の一最も重要

な部分である｡

今回我々は,デパート,ホテル及び大形事務所向けに多数

の納入実績をもつ全速明VC-UN形エスカレーターのターミ

ナル形状として,図5に示すようなユニークなダブルカーブ

を採用し,他の機種にはシンプルな半円形状を標準とした｡

一般に図6(a)のようなチャンネル材を円弧に曲げ成形する

ものでは,その断面の各部位に大きなひずみが発生し,しわ

や反りなどの変形を誘発することが知られている2)｡特にステ

ンレス材ではこの現象が顕著であるため,外観上は図5のよ

うに′ト径部と大径部の組合せによるダブルカーブとなるが,

詳細には図6(山のようなマルチサーキュラーカーブを採用し,

曲げ部材に及ぼす圧縮ひずみ,座屈の影響,あるいはスプリ

ングバックなど成形不安定となる諸問題を解決した｡簸1)

4.2 ステンレス欄干の構成

ステンレス欄干は,表3及び図7に示すような意匠構成と

なっており,従来のアルミニウム部分に相当する外観部分を

ステンレス化してある｡一▲万,各意匠体の形状は各機種とも

統一を図り,短納期の要求にも応じられるように生産効率を

高めている｡

4.3 組立作業への配慮

エスカレーターは各構成部品を製造工場で生産し,最終組

立はエスカレーターが設置される建屋内で行なわれる｡この

ため欄干材質の変更は,穴あけや切断作業などの現地組立作

業性まで検討する必要がある｡

通常ステンレス材は被削性が悪く,刃具のi容若や脱落を招

く3)ことが知られている｡我々は,刃具の回転数及び刃先角に

特別な配慮を施す一方,構造的に加工部分を減らすことによ

※1)特許出願中

以上のほか,塑性加工面での改善二策を随所に施し,アルミニウム製欄

干に優る成形精度と美しい仕上りを得た｡

図4 ステンレス欄干エスカレーターの外観 建築意匠品として,

全体に高級な雰囲気を備えたエスカレーターを目指Lている｡

』

遥

ふノ〆

ン:

回5 VC-UN形欄干ターミナル形状

な意匠を採用Lた｡

ダブルカープ状としたユニーク

りこれに対処した｡

一方,構造面では,図8に示すように端部デッキカバーを

横移行できるようにし,建屋壁との間にすき間がでないよう

な配慮を試みた｡
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図7 VC-UN形の欄干断面 美景なヘアライン仕上面と大形ガラスの欄

干パネルで構成Lた特色のある意匠を採用している｡

表3 ステンレス欄干の意匠構成 ほとんどの意匠体をヘアライン仕

上げのステンレス材にし,意匠を一新してある｡

形 式

全透明形 透 明 形 不透明形

VC-UN形 EC-UN形 C-UP形

欄

干

欄干ターミナル ダ●プルカープ状 半円状 半円状

パ ネ ル 強イヒカーラス 強イヒガラス ステンレス

ハンドレールフレーム ステンレス ヘアライン仕上げ

内デッキカバー ステンレス ヘアライン仕上げ

外デッキカバー ステンレス ヘアライン仕上げ

端部デッキカバー ステンレス ヘアライン仕上げ

意 匠 柱 な L
ステンレス へ

アライン仕上げ
な L

照 明 付 な L な L

床 ステンレス化叢庄模様付

ス テ ッ プ デマケーションライン付アルミニウム一体成形品

ハ ン ド レ ー ル
ハイ/(ロン合成ゴム
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図6 欄干ターミナル部の曲

げ形状 (a)のような断面のチャ

ンネル材を,(山のような形状に曲げ

ることにより,成形の際の変形を防

ぐことができる｡

一一---建屋壁

図8 建屋壁との取合い エスカレーターと建屋壁との取合いは,端部

デッキカバーを移動Lて調整できる構造である｡

切 結 言

以上,今回開発したステンレス欄干の特長,構成などにつ

いて紹介した｡

現代の建築業界では,機能だけではなく美しく快適でしか

もメンテナンスフリーな設備が求められてし､るが,日立製作

所が今回開発したステンレス製欄干のエスカレーターがこれ

に一役買うことができれば幸いである｡
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